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第１章 はじめに

 

第１章 はじめに 
 

必要なシステム環境と商品構成 
 

1.  コンピュータ本体 

Windows が動作しているパーソナルコンピュータ 

 

2.  対応 OS  (基本ソフトウェア) 

 Windows XP/Vista/7 をサポート 

3.  
4.  メモリー 

 1GB 以上必要（推奨 2GB 以上）です。 

 

5.  ディスプレイ 

解像度 1,024×768 以上が表示可能なカラーディスプレイ。 

 

6.  ハードディスク容量 

1GB 以上の空き容量のあるハードディスク。 

 

7.  プリンター 

Windows XP/Vista/7 で使用できるもの。 
※プリンタドライバの制限等の理由により正常に動作しない場合があります。 

 

8.  マウス 

Windows XP/Vista/7 で使用可能なマウス。 

 

商品構成 

 

■  セットアップＣＤ－ＲＯＭ   …… １セット 

■ マニュアル          （本書） …… １部 

       使用許諾契約書 …… １枚 

第１章 はじめに 
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第２章 導入準備 
 

  システムのインストール………… 2-2 

  起動…………………………… 2-8 

  終了…………………………… 2-8 

  基本項目の設定……………… 2-9 
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インストール 

 
サン Eco Life を使用するにはパソコンへの導入（インストール）が必要です。

インストール手順は以下の通りです。 

 

１.パソコンの電源を入れます。 

２.パソコンが起動後 CD をパソコン本体にセットします。 

３.しばらくすると「InstallShield ウィザード」が出て自動的にインストール 

プログラムが起動します。 

 
 
 
 
 
 
 

４.「セットアップ」画面が表示されますので〔次へ（N）〕をマウスで 

左クリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
５.「使用許諾契約」画面が表示されますので、内容を御確認頂き、ご同意戴け

る場合に〔はい（Y）〕をマウスで左クリックします。 
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６.「ユーザーの情報」を入力し登録終了後に〔次へ（N）〕をマウスで 

左クリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７.下記の画面が表示されますので、「シリアル番号通知書」に記載のシリアル

ナンバーを入力して〔次へ（N）〕をマウス左クリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
８.「登録確認」画面が表示されますので内容を確認し、正しければ〔はい（Y）〕 
をマウスで左クリックします。 
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９.「セットアップ」画面が表示されますので、〔次へ（N）〕をマウスで 

左クリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

10.「プログラムフォルダの選択」画面が表示され「プログラムフォルダ」 

項目に「YanaiSoft」と表示されますので、〔次へ（N）〕をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.「セットアップステータス」画面に切り換わり、セットアップを開始します。 

12．「メンテナンスの完了」画面が出ますので、「今すぐコンピュータを再起 
動します。「●」が付いているのを確認して、〔完了〕をマウスで左クリッ 
クします。 

 
 
 
 
 

 
 
 

以上で新規インストール作業は終了です 
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Windows 7/Vista をご利用のお客様は以下に進んでください。 

 
 
13 ．インストール後にアイコンがデスクトップ 

上に表示されます。アイコンの上で（右） 
クリックし「プロパティ」を選択します。 

 
 
 
 
14．「プロパティ」の画面が表示されますので、「互換性」を選択し 

「互換モードでこのプログラムを実行する」にチェックを入れ 

WindowsXP(Servic Pack3) を選択します。次に OK ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15．画面左下の「スタート」をクリックします。 
 

メニューが表示されます 
「コンピューター」の上で 
右クリックし「プロパティ」を 
選択ます。 
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16．「コンピューターの基本的な情報の表示」が表示されます。 
画面左の「システムの詳細設定」 
をクリックします。 
システムのプロパティ画面が表 
示されますので「設定」を押し 

「詳細」から「データ実行防止」 
を押します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
17．「次に選択するものを除くすべてのプログラ 

ムおよびサービスについて DEP を有効にす 

る」を選択し「追加」ボタンを選びます。 

 

 

18．ファイルを開くから 

C:\Program Files\Yanai Soft\サン Eco Life(*****) \SunEcoLife*****.exe 

を追加します 

 

19．以上で、設定の変更は完了です。「OK」ボタンを押し画面を閉じます。 
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起動 

起動すると、下図のような画面が表示されます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下記の①～③の何らかの操作を行なうことで、終了する事ができます。 

 

 

 

 

 

 

① ウィンドウの左上にあるアイコンをクリックし

て、表示されたメニューの［サン Eco Life(*****) 

(Ｘ)］をクリックする。 

または、①に見えるアイコン   をダブルクリ

ックします。 

② ウインドウの右上にある終了ボタン   をクリッ

クします。 

 

③ メインメニューの［ファイル(Ｆ)］をクリックし、［サン Eco Life (Ｘ)］

をクリックします。 

④ 終了前に［上書き保存］を実行していないと下記の物件の保存を確認する 

画面が表示されます。 

 

 

 

 通常は【はい(Ｙ)】ボタンをクリックし、データを保存して終了します。 

保存する必要が無い場合は【いいえ(Ｎ)】ボタンをクリックすると保存せず

に終了します。 

③ 

② ① 
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基本項目の設定 

 下記の内容をあらかじめ登録・設定する必要が有ります。次項以降に設定方

法を説明します。 

 

「オプション（O）」を左クリックし、動作設定を選択します。 

動作設定画面が表示されますので、該当する項目をここで入力設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）初期設定 

 

   ・基準物件番号 

物件一覧表で表示される積算番号 

の開始番号を指定します。 
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・システム変数登録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見積書に表示される自社の情報を設定します。 

設定する項目は以下の通りです。 

No. 変数名 説明 備考 

1 自社名 会社名 見積書等に表示

2 自社タイトル タイトル 見積書等に表示

3 自社〒 郵便番号 見積書等に表示

4 自社住所 1 住所１行目 見積書等に表示

5 自社住所 2 住所２行目 見積書等に表示

6 自社 TEL 電話番号 見積書等に表示

7 自社 TEL2 電話番号 2 見積書等に表示

8 自社 FAX FAX 番号 見積書等に表示

9 自社 HOMEPAGE ホームページ URL 見積書等に表示

10 自社 EMAIL メールアドレス 見積書等に表示

11 自社名 2 会社名  

12 自社 2〒 郵便番号  

13 自社 2住所 1 住所１行目  

14 自社 2住所 2 住所２行目  

15 自社 2TEL1 電話番号 1  

16 自社 2TEL2 電話番号 2  

17 自社 2FAX FAX 番号  

18 自社 2HOMEPAGE ホームページ URL  

19 自社 2EMAIL メールアドレス  
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No. 変数名 説明 備考 

20 見積受渡期限 受け渡し期限 見積書にて表示

21 見積有効期限 有効期限 見積書にて表示

22 見積支払条件 支払い条件 見積書にて表示

23 発注受渡期限 受け渡し期限 発注書にて表示

24 発注有効期限 有効期限 発注書にて表示

25 発注支払条件 支払い条件 発注書にて表示

26 搬入車単位 現在使用しておりません  

27 振込銀行 1 取引銀行名１  

28 振込支店 1 支店名１  

29 口座番号 1 口座番号１  

30 振込銀行 2 取引銀行名２  

31 振込支店 2 支店名２  

32 口座番号 2 口座番号２  

  33 自社ロゴ U 自社ロゴファイル名設定 見積書で使用 

34 自社ロゴ L 自社ロゴファイル名設定 見積書で使用 

35 自社ロゴ U2 自社ロゴファイル名設定  

36 自社ロゴ L2 自社ロゴファイル名設定  

 

・勾配区分の設定 

勾配区分変数の勾配範囲設定を行います 
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設定する内容は以下の通りです。 

名称 説明 備考 

コード このコードの内容で各マスタに設定

されている計算式で積算をします 

 勾配区分[１] 勾配区分[２] 

マスタの計算式

で使用 

勾配区分名称 区分名称の入力  

勾配（以上・未満） 勾配の範囲を設定します 

01 0.00 ～ 6.00 寸 

02 6.00 ～ 7.00 寸 

 

 

（２）作図 

・屋根モードでの作図設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名称 説明 

CTRL+DEL 

で線の削除を行う 

屋根モードで線の削除を行う時にCTRL+DELで線の削除

機能の有無を設定します。 

SHIFT キーを押しな

がら線を引くと角度

付で線が移動する 

SHIFT キーを押しながら線を引くと角度付で線が移動

します 

柱芯の自動書き出し

位置 

柱芯の作図時に最初の開始位置を設定します 
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（4）帳票 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・各帳票の印刷設定を行います。 

名称 説明 

労務費設定 設定された小計区分以上を労務費とします 

労務費の表示有無を設定します 

階別面積の表示値の合

計を明細書の全体面積

とする。 

階別面積表示は端数処理により全体の面積と相違が

出る場合がありますので強制的に合せる機能です 

請求書作成時に見積書

の空白行は無視する 

請求書の作成時に見積書での空白行は無視します。 

太陽光シミュレーショ

ン提案書で回収目安年

数を使用する 

太陽光シミュレーション回収目安年数を使用する。 

ローン計算で元利均等

返済を使用する 

ローン計算で元利均等返済を使用する。 

比較グラフの電気代を

年平均から計算する 

比較グラフの電気代を年間平均金額から計算する。 

消費税の端数処理 消費税の小数以下の端数処理を設定します 

集計単位の設定 単位ごとの集計を行います。 
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請求書ヘッダ編集 

請求書ヘッダを押すと下記画面が表示されます。 

請求書印刷時のヘッダ修正変更を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タイトルの設定変更画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

得意先名称の設定変更画面 
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見積り内容の設定変更画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

自社情報の設定変更画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

２-15 

第２章 導入準備

 

（８）印刷 

・税設定を変更します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名称 説明 

外税の場合消費税別

途にする 

印刷時、外税の場合に消費税別途にする 

 

（９）見積書 

・作成する見積書の出力内容を設定します。 
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名称 説明 

ヘッダ編集 見積書のヘッダ編集で自社名、住所等の編集、バランス

設定を行います 

明細行設定 見積書の明細行の各種調整を行います 

その他 印刷時の罫線、旧タイプ（数量と単位の間に罫線あり）

の見積を印刷する場合に設定します 

 

（10）材料明細書 

・材料明細書で表示する項目の設定をおこないます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名称 説明 

面積を印刷しない 材料明細書に面積を印刷しません 

坪数を印刷しない 材料明細書に坪数を印刷しません 

屋根面積を印刷しな

い 

材料明細書に屋根面積を印刷しません 

瓦面積を印刷しない 材料明細書に瓦面積を印刷しません 

部位別長さを印刷し

ない 

材料明細書に長さを印刷しません 

材料明細書の印刷 

項目 

材料明細書に表示する部位の項目を設定します 

２行×１１列（Ａ～Ｋ列）、最大２２種類の部位の項目を登

録できます。「材料明細」画面で、部位名称（例：本棟）

を表示しているところをクリックすると、部位一覧が出

て変更できます。不要な項目については、一覧から「無

し」を選択することにより表示しなくなります 
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第３章 作図 
 

(1)太陽光発電システム 

このシステムは大きく分類するとシミュレーション、積算、パネルマスタの3つで構成さ

れています。 

①太陽光発電シミュレーション 

お客様から聞き取りを行い、 

 

 ・現在支払っている光熱費 

 ・電力会社との契約プラン 

 ・設置するモジュールの種類 
 

希望発電量などの情報を入力するこ

とにより、月々の電気代がどのくら

いになるかのシミュレーションがで

きます。 
 
 

②太陽光モジュールの積算 

 

お客様の家の屋根形状図を入力し 

 ・設置可能なモジュールの枚数 

 ・部材の拾い出し 

 ・見積書の作成 

を積算します。 

 

 

 

 

 

③太陽光パネルマスタ 

 

メーカー、パネル名称、サイズ、単

価などが設定されています。 

 

第 3 章シミュレーション 
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（1）‐1  操作手順 

 

メニュー（画面左上）より「ファイル」

を押します。 

 

 

 

「ファイル」メニュー内にある「新規 

物件」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

物件情報の画面が表示されますので、得意先、納入先、工事邸名、工事場所、設

置住所の必要事項を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

屋根の基本情報を入力します。屋根形状、勾配、軒出、袖出、瓦名称を入力し、 

自社名表示方法を選択します。 
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物件情報の登録画面が表示されますので、《副資材》、《労務費》、《見積》 

の項目を選択します。 

 

 

各項目の設定が終わったら、「OK」ボタンを押します。 

 

  ここまでの作業で、物件の情報登録項目の設定が完了です。 

  この部分で入力・設定した内容は後からでも変更が可能となっています。 

 

 

  さぁ、それではいよいよシミュレーション画面へと移ります。 
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（１）‐2  太陽光発電シミュレーションの操作 

 

太陽光発電シミュレーションの画面が表示されますので、次の手順で操作を行います 

 

 

  お客様から聞き

取りをした電気代な

どの光熱費を入力し

ます。 

 

 

    月平均使用電力

を入力します。 

電気代から自動計算

されます。 

 

 

 

 

 

  太陽光設置前の電力会社・契約プランと設置後の契約プラン設定を行います。 

  電力契約プランなどは電力会社から送られてくる請求書を参考にしてください。 

  また、ここにある「詳細」ボタンを押すと、設定されている契約プランの詳細が 

表示されてきます 

 

  次に設置予定の太陽光モジュールを設定します。 

「パネル選択」ボタンを左クリックすると選択用のウインドウが表示されてきます。 

 

 

  メーカーを選び、シリーズを

選択します。 

 

  選択が終わったら『OK』ボタ

ンを左クリックします。ウインド

ウが閉じ、シミュレーション画面

に戻ります。 
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ここまでの作業が終了すると、月の使用電力量に相当する発電量のモジュール枚数が自

動的に算出されます。 

 

 

 

  屋根に設置さ

れる太陽光モジュ

ールの枚数を設定

します。 

 

  設定したモジ

ュールの発電容量

が表示されます。 

ここにある「月発電

容量の計算根拠」ボ

タンを押すと、発電

容量の計算方法が

確認できます。 

 

 

   月に電力会社から買う電気代が表示されます。 

 

 月に電力会社に売る電気代が表示されます。 
 

   月の実質の電気代が表示され、あわせて、今までの電気代と比較してどのくらい 

   お得になるかが分かるようになっています。 

 

   設定条件に納得がいったら、計算をさせてみましょう。 

    「帳票作成」ボタンを押します。 

 

 

「帳票作成」メニュー内にある「積算」ボタンを押しま 

す。 

積算の確認をするメッセージが出てくるので「OK」ボタンを押します。シミュレーショ

ン画面が消え、計算後、再びシミュレーション画面が表示されてきます。 
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積算が終了した段階で、

各帳票の作成も完了し

ています。 

 

 

必要な帳票を印刷して

みましょう。 

 

 

   「帳票印刷」ボタン

を押します。 

 

 

 

 

 

現在の光熱費と太陽光モジュールを設置後の光熱費の比較を

示したグラフを印刷してみましょう。 

 

    「帳票印刷」メニュー内の「比較グラフ」を押します。 
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次に、提案書を印刷してみましょう。 

 

 

 

   「帳票印刷」メニュー内の「提案書」を押します。 

 

 

 

 

 

 

     太陽光システムの見積金額、エコキュート・IHクッキングの金額などを入力・ 

   修正したい場合は次のような方法で行います。 

   まず、太陽光システムの見積金額を修正してみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     積算を実行するときに使用した「帳票編集」ボタンを押します。 

 

 

  「帳票作成」メニュー内の「見積書作成」を押します。 
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見積書の編集画面が出てきますので、ここで見積の内容、金額の修正を行います。 

単価・金額の項目を左クリックすると、数字を入力して直接修正することができます。 

 

 

 

 

項目そのものを削除したい場合、例え

ば 《電力会社申請手続き》 の項目を

削除したい場合は・・ 

 

  削除したい項目を左クリックし

ます。 

 

 

 

   項目を左クリックしたら、画面右側にある「削除」ボタンを押します。 

   これで 《電力会社申請手続き》 の項目が削除されます。 

 

   修正が終わったら「閉じる」ボタンを押します。 

 

 

修正結果を保存してよいかどうかの確認を

してきます。 

 

 

 

   「はい」        修正結果が保存され、編集画面が閉じます。 

   「いいえ」          修正結果は保存されず、編集画面は閉じます。 

   「キャンセル」       修正結果は保存されず、編集画面に戻ります。 

 

 

結果を保存したい場合は「はい」を押し、編集画面を閉じます。これで、見積金額の修

正が完了となっています。 

次に、エコキュート・IHクッキングなどの金額を入力してみましょう。 
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  「帳票作成」メニュー内の「提案書作成」を押しま 

す。 

 

 

 

 

提案書の編集画面が出てきます。 

 

   エコキュート、IHクッキング工事に必要な金額はここに入力できます。 

現在、国・県・市町村などから行われている補助金を申請するのであれば、ここ

に補助金の合計を入力してください。 

 

   エコキュート、IHクッキング機器の情報はここに入力しておきます。 

 

シミュレーションの提案に関しての注意事項などを記入する【ご注意】欄に文章

を書き込みたい場合には、「備考」ボタンを押して記入することができます。 

 

あとは必要な帳票を印刷してシミュレーションは完了となります。提案プランを変えて

続行したい場合も、ここまでの説明と同様の操作を行ってください。 

太陽光発電シミュレーションの基本的な手順はこのような感じになります。 
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（１）‐3  太陽光発電シミュレーションの各機能の説明 

太陽光発電シミュレーションには次のような機能がついています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パネル選択 

メーカーのモジュール情報が設定されていますのでその中から選択 

します。 

 

 

物件情報 

物件の情報（工事邸名、工事場所、副資材、労務費、見積など） 

の設定をします。 

 

 

各種設定 

 環境設定、ローン設定、オール電化の設定をします。 
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                  《環境設定》 

設置場所の県・地域を設定します。 

ここを設定する事で平均日射量の 

数値が変わります。 

 

   発電の際のロス率を設定します。 

 

モジュールを設置する限界値を 

設定します。入力した数値の領域 

にはモジュールが設置されません。 

 

 

 

      

《ローン設定》 

 頭金、支払い回数、ローン利率の設

定を行います。 

 

 

 

 

 

オール電化設定》 

  エコキュート、金額、補助金を 

設定します。 

 

  IHクッキングヒーター、金額を 

設定します。 
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作図 

 物件の図面（屋根伏図）を描きます。押すと作図に移ります。 

 

帳票作成 

 積算、原価計算書作成、見積書作成、提案書作成します。 

 

《積算》……………… 設定された条件を基に帳票を作成をします。 

《原価計算書作成》… 積算により作成された原価計算書の編集をします。 

《見積書作成》……… 積算により作成された見積書の編集をします。 

《提案書作成》……… 積算により作成された提案書の編集をします。 

 

帳票印刷 

 原価計算書、見積書、提案書等の各帳票を印刷します。 

 

《原価計算書》……… 原価計算書の印刷をします。 

《見積書》…………… 見積書の印刷をします。 

《シミュレーション》…シミュレーションの印刷をします。 

《比較グラフ》……… 現在の光熱費と太陽光発電設置後の光熱費の比較を 

           グラフ化した帳票を印刷します。 

《提案書》…………… 太陽光設置による提案書の印刷をします。 

《発電量グラフ》…… 月別の発電量･日射量をグラフ化した印刷をします。 

《電力量相関図》…… 月別の発電量･売電量・売電金額をグラフ化した印刷 

           をします。 

《環境メリット》…… 太陽光設置による石油、CO2削減効果の印刷をします。 

《ﾛｰﾝｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ》……  ローン返済シミュレーションの印刷をします。 

《表紙》……………… 表紙の印刷をします。 

《見積比較書》……… 複数の物件での効率、金額の比較をします。 

 

 

終了 

サンEco Life を終了し、物件を閉じます。 
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（１）‐4  太陽光モジュールの設置 

 

  

屋根伏せ図を描き、面指定までを終了させます。 

 

  メニューの「作図」を押します。 

 

  「作図」メニュー内にある太陽光発電モード

を押します。 

 

又は     ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

「太陽光発電設定」画面が表示されます。 

 

 

  シミュレーション画面の「作図」ボタンを押し 

て作図画面に移ってきた場合は、シミュレーシ 

ョンで選択していたモジュールが自動的に表示 

されています。 

 

  更に、シミュレーションで設定した発電容量が 

希望発電容量としてここに表示されます。 

 

 

  太陽光発電シミュレーションを行っていない物件、もしくは太陽光発電シミュレー

ションで設定したモジュールを変更した

い場合は、「選択」ボタンを押します。 

 

左図のようなメーカー及びシリーズを選

択する画面が出てきますので、選択をし

た後、「OK」ボタンを押します。 
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それでは、下図のような屋根にモジュール

を配置してみましょう。 

 

まず南面に配置をしてみます。 

 

南面を左クリックすると屋根面が灰色に変

わり、屋根面の内側が赤い線で囲まれます。 

 

 

 

この赤い線の内側はモジュールを設置することが可能な範囲を表しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  モジュールの設置範囲を変更したい場合

は「太陽光発電設定」の「環境設定」を押し

ます。 

 

  「環境設定」ウインドウが表示されてき

ますので、パネル設置範囲に寸法をミリで指

定します。 

 

修正を行ったら、「OK」ボタンを押します。 

この寸法はモジュールごとに記憶されます。 

 

 

 



 

３-15 

 3 章 シミュレーション

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   設置するモジュールの名前の部

分を押します。 

 

屋根面（南面）の上ににマウスを移動

させ、右クリックをします。 

 

  メニューが表示されてくるので、

「パネルを自動で設置」を押します。 

 

  基準位置の設定を行います。 

 

 

  設定の確認をしたら「作成」 

  ボタンを押します。 

  

  左図のように設置可能範囲内 

にモジュールが自動で配置されます。 

 

 

 

 

 

 

 

最上段のモジュールと右側に配置されているモジュールの修正を行ってみましょう。 
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まず、最上段に配置されているモジュールをどれか左クリックして選択状態（モジュー

ルの色が青から黄色に変わります）にします。 

続けてキーボードのCTRLキーを押しながら右側のパネルを選択します。 

 

黄色の選択状態のモジュールの上で右クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      パネルの削除を選択します。 
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  南面にモジュールを配置した状態です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  設置されたモジュールの種類と枚数、定格出力値が表示されます。 

 

    設置されたモジュールの発電容量が表示されます。 

 

 

 

 

 

モジュールの設置が完了したら、画面左側にある「積算」ボタンを押し

ます。これで積算は完了となります。 
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（１）‐5  太陽光モジュール設置での各機能 
 

  選択 

設置するモジュールのメーカーとシリーズを 

選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境設定 

《日射量》 

県と地域を選択する事で平均日射量が変更されます。 

これは気象庁の観測データを使用しています。 

 

《発電ロス率》 

環境損失、パワコン損失、温度損失の3つの

項目を設定できます。この数値を変更する

事で発電量が変化します。 

 

《パネル設置範囲》 

モジュールを自動で配置する際の設置範囲

を各部位ごとに設定します。入力した数値

の位置にはモジュールが自動配置されませ

ん。 

 

例えば、軒の欄に300と入力したら、軒先から300mmのところにはモジュールが自動配

置されません。 
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 縦置き 

縦置きのチェックをいれることで、選択されているモジュールの設置方向を90度回転

させ設置します。 

面を選択後に右クリックをすることにより、次のようなメニューが表示されてきます。 

 

  パネルを自動で設置 

設置可能範囲内にモジュールを自動で配置します。選択され

ている面内にすでに太陽光モジュールが配置されている場合

は実行できません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《基準位置》…モジュールは基準位置を設定します 

《配置方法》…モジュールの配置方法を指定します 

            《分割設定》…セットの段数、セット間の段幅を設定します 

            《陸屋根にパネルを配置する》…陸屋根の設定を行います 

垂木の作成 

屋根面に垂木を作成します。 

基準位置（左端・右端・中央）から選択します。 

基準オフセットは基準位置から垂木の移動寸

法をミリで入力します。 

 

屋根材選択 

 

屋根面に瓦を配置します。 

屋根瓦、スレート瓦…から設置する瓦の大きさ

を選択します。 

 

 

設定から瓦の配置方法、基準位置を設

定します。 
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架台の作成 

 架台の作成を選択すると「架台作成認証」画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  「同意します」にチェックをし「ＯＫ」ボタンを押します。 

 

メーカー、工法、支持方法を指定す

ることにより架台が作成されます。 

 

 

 

 

段の横移動 

《移動距離》 

選択段の移動距離を入力します。 

《移動方向》 

選択段を左右のどちらに移動する 

るかをチェックします。 

 

グリッド全体の移動 

太陽光モジュール全体を移動させます。 

「パネルの移動」も同様の操作が可能です。 

パネル移動の画面で移動単位を入力することにより 

矢印で移動が可能です。 

 

選択パネルの移動 

設置されているモジュール全体を上下、左右に移動させます。 

 

行選択・列選択 

 設置されているモジュールの行又は列、を選択にします。 
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パネルサイズの変更 

指定したモジュールの大きさを変更します。 

 

  180度回転 

選択されたモジュールを180度回転させます。 

 

  パネルの削除 

選択されたモジュールを削除します。 

 

 垂木の削除 

選択した面の垂木を削除します。 

 

屋根材の削除 

選択した面の屋根材を削除します。 

 

架台の削除 

 選択した面の架台を削除します。 

 

パネルを全て削除 

選択されている面の全ての太陽光モジュールを削除します。 

 

   方位の設定 

32 方向の方位変更が可能です。 

マウス右ボタンをドラッグすると変更が可能です。 

※作成時は上が北方向になります。 
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（2）太陽光パネルマスタ設定  
 

 

 

・太陽光パネルマスタの設定手順は以下の通りです。 

① 太陽光モジュール商品の登録 

 

①太陽光パネルマスタの登録 

太陽光パネルマスターの呼び出しは、メインメニューの［マスタ (M)］［太

陽光パネルマスタ]を選択すると以下の画面が表示されます。 
左側にメーカー名、右側にシリーズ名、巾、高さ発電容量、原価、売価 A
～J、が表示されます。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

パネルまたはパワコンを選択して商品の修正、削除が可能です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

太陽光パネルマスタとは、太陽光のパネル配置に必要な設定情報です。 
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コード   自社の管理コードを入力します 
      コードは任意で、原価計算書等に表示 
シリーズ名 太陽光モジュールのシリーズ名を入力します 

      カタログに記載されている情報を入力します 

パネル名称 パネル本体の名称を入力します。パネルの商品の型番を入力 

巾     太陽光モジュール本体の横寸法（巾）を入力します。寸法は mm 入力 
高さ    太陽光モジュール本体の縦寸法（高さ）を入力します。寸法は mm 入力

短幅    三角形モジュールの短方の幅を入力します。寸法は mm 入力 

短高    三角形モジュールの短方の高さを入力します。寸法は mm 入力 

横間    モジュールとモジュールの横の間隔を入力します。寸法は mm 入力 

縦間    モジュールとモジュールの縦の間隔を入力します。寸法は mm 入力 

発電容量  モジュール仕様に記載されている定格出力を入力します 

      入力単位はＷ（ワット）です 

原価    商品の原価を入力します 
売価    商品売価Ａ～Jを入力します 得意先マスタのランクで設定します 

一体型   登録した太陽光パネルが一体型パネルの場合チェックします 

       据え置き型のパネルの場合はオフ 

形状    太陽光パネルの形状を選択します 

       四角形 又は 三角形を選択 

メイン   ２,３種類のパネルを同時に使用する場合に代表の登録を行います 

最小連   パネルの最小連結枚数を入力します 

最大連   パネルの最大連結枚数を入力します 
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（３）副資材項目マスタ、副資材マスタ設定 

 

 

 

 

 

・太陽光パネルマスタの設定手順は以下の通りです。 

① 副資材項目マスタの登録 

② 副資材マスタの登録 

 

①副資材項目マスタの商品登録 
 

メニューの［マスタ (M)］［副資材項目マスタ]
を選択すると以下の画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

太陽光パネルで使用する支持フレーム、パワコン等を副資材項目マスタに登録

します。副資材項目マスタは、積算時に使用する部材の名称・単価・算出方法

を登録したものです。設定完了後副資材マスタへの登録が必要となります。 
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【挿入】 …… 新しい副資材項目名を登録する場合には、【挿入】をクリック 
        して挿入された空白行に商品名称を入力します 
【ｺﾋﾟｰ】 …… 副資材部材名称をクリックして【ｺﾋﾟｰ】ボタンをクリックする 
        と選択している行を複写します 
【削除】 …… 副資材部材名称を削除する場合に使用します 
【上下へ移動】…副資材部材名称の順番を変更する場合に使用します 
        移動させたい副資材部材名称をクリックして【上へ移動】 

又は【下へ 移動】ボタンをクリックして上・下に移動させます

【他部材へ】……他の商品グループへ移動又はコピーをします 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 副資材項目の詳細 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「行挿入」ボタンを押し商品名、原価、売価入力後 計算式の  を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

「変数(H)」から該当する変数を選択、さら

に部位を選択して「式セット」を押します。 

計算式(S)に選択した計算式がセットされま

す。 

計算式は四則演算が可能です。 

階一括      計算結果を階ごとに商品資材を出力します 
          各階ごとに副資材を計算します 
副資材項目名   商品を入力します 
グループ     副資材項目グループを選択します 
          部材名登録で登録されたグループに商品を登録 
原 価      商品の原価を入力します 
売  価      商品の売価を入力します 
単 位      単位を入力します 
端 数      計算結果の端数（小数点以下）処理を選択します 
有効桁      整数もしくは小数表示を選択します 
計算式      計算式を入力します 
コメント     メモを入力します 
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計算式入力の例 

 例１： 

項目名 計算式 単位

パワーコンディショナー  {比較[定格出力[]<=4.0]} 個 

  ※上記の計算式は 定格出力が 4.0Kw 以下の場合計算されます。 

 

 例２： 

項目名 計算式 単位

売電メーター 1 個 

※上記の計算式は 売電メータを 1つ計上します。 

 

 

太陽光発電で主に使用する変数 

副資材項目マスタ、見積マスタ、労務費マスタで使用する共通の変数です。 

変数名 説  明 

Ｓパネル枚数[s] 屋根伏図に作図設置された太陽光モジュールの枚数を返し

ます。[s] で指定した商品名の枚数を返します。 

 例: Ｓパネル枚数[*****] 

 ※*****はパネル名称を示します 

Ｓパネル面積[s] 屋根伏図に作図設置された太陽光モジュールの枚数を返し

ます。[s]で指定した商品名の面積を返します 

 例: Ｓパネル面積[*****] 

 ※*****はパネル名称を示します 

Ｓパネル高[s] [s]で指定された商品の高さを返します 

 返される寸法は ｍ 

Ｓパネル巾[s] [s]で指定された商品の巾を返します 

 返される寸法は ｍ 

定格出力[] 設置してある太陽光パネルの定格出力を示します 

 単位は Kw 

Ｓ面数[] 太陽光パネルの設置してある面数を示します。 

Ｓ支持金具個数 指定された支持金具の個数を示します。 

Ｓ支持瓦枚数 支持瓦枚数を示します。 

Ｓパワコン個数 Ｓパワコン個数[n1,n2]=容量が、n1kw 以上、n2kw 未満の

パワコン個数を示します。（n1,n2は元の数に１０を掛けた

数を設定してください。例：5.5kw = 55） 

 

商品の登録が終了後「閉じる」ボタンを押し「副資材項目マスタ」終了します。 
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 ②副資材マスタの登録 

 
 副資材マスタでは、副資材項目マスタで登録した

商品を工法等で分類登録します。 
 
 
 
メニューの［マスタ (M)］［副資材マスタ]を選択す

ると以下の画面が表示されます。 
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  ・マスタ名称を追加 

左画面のマスタ名称一覧から挿入したい行をマウス左クリックし「新規」

を選択すると、空白の行が画面に追加表示されますので工法等のマスタ

名称を入力します。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

編集ボタンを押し「①副資材項目マスタ設定」で入力した商品が画面右

側に表示されますので画面右側から選択し「追加(A)」をクリックして

左側に追加します。 

この工法で必要な部材は全て左側に追加登録します。 
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画面左側（副資材項目名）に追加すると区が表示されます。 

区は原価計算書に表示される小計区分の区分け番号です。 
 

原価計算書の小計金額の区分を指定します。 
区分は ０ … 太陽光モジュール 

１ … 副資材 （ 架台等 ） 

２ … 労務費 （ 工事、レッカー使用料等 ） 

 
※各項目の区分を変更することにより上記場所に移動し積算されます。 

 

登録が終了後「閉じる」ボタンを押し「副資材マスタ」を終了します。 

 

【追加】 ……副資材マスタに副資材項目マスタで登録した商品を追加します 
追加する商品を選択して【追加(A)】を押すと左側に追加 

【削除】 ……画面左側に追加した商品一覧から商品を削除します 
削除する商品をクリックして【削除(R)】を押すと削除します。 
※このとき副資材項目マスタで登録した商品は削除されません 

【上下へ移動】左側に追加した商品の表示順番を変更します  
移動させたい商品をクリックして【上へ移動】又は、【下へ移動】

をクリックして移動 
【閉じる】……副資材マスタを終了します。 
【編集】 ……「副資材項目マスタ」が表示され登録、修正、削除をします 

副資材項目マスタに商品の登録、修正、削除が可能です。 
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（４）労務費、見積りマスタ設定 
 

 

 

 

労務費マスタ登録、見積りマスタ登録 

（ここでは見積マスタ登録画面で説明します。） 
 

メニューの［見積りマスタ(M)]を選択すると以下の

画面が表示されます。 
 

※労務費の場合は［マスタ (M)］［労務費マスタ(R)]
選択します。 
 

 

 

 

 
 
 

 
 
見積りマスタ一覧が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

太陽光設置工事による労務費、見積りの基本登録をします。 
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・マスタ名称を追加 

左画面のマスタ名称一覧から挿入したい行をマウス左クリックし「新規」

を選ぶと、空白の行が画面に追加表示されますので見積のマスタ名称を

入力します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

編集ボタンを押すと編集画面が表示されます。 

ここでは必要な見積りの基本設定を行います。 
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【挿入】 …… 新しい見積項目を登録する場合には、【挿入】ボタンをクリ 
        ックして挿入された空白行に名称を入力します 
【ｺﾋﾟｰ】 …… 項目名クリック【ｺﾋﾟｰ】ボタンをクリックすると、選択した 
        行を複写します 
【削除】 …… 項目名を削除します 
【上下へ移動】  項目名の順番を変更する場合に使用します 
        移動させたい項目名をクリックして【上へ移動】ボタン又は 
        【下へ 移動】ボタンをクリックして上・下に移動 
【他部材へ】 …他の見積りパターンへ移動又はコピーをします 
        選択した項目を他の見積マスタへコピー 
【閉じる】 ……「見積りマスタ」画面を終了します 

 
 見積り項目の詳細 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  区は見積書に表示される小計区分の区分け番号です 
見積書の小計金額の区分を指定します。 

 
  区分は ０ … 太陽光モジュール及びパワーコンディショナー 

      １ … 以上は各項目を小計で区分けする場合に使用します。 

※各項目の区分を変更することにより上記場所に移動し積算されます。 
 
 

補        補助金対象の項目を示します 
階一括      計算結果を階ごとに商品資材を出力します 
          各階ごとに見積りの項目を出力 
項目名      商品名を入力します 
原 価      原価を入力します。（労務費マスタのみ） 
売  価      売価を入力します。（労務費マスタのみ） 
単 価      単価を入力します 
単 位      単位を入力します 
端 数      計算式で指定した計算結果の端数を選択します 
          切上げ、切り捨て、四捨五入 
有効桁      整数もしくは小数表示を選択します 
          整数、小数第１位、小数第２位 
計算式      計算式を入力します 
コメント     メモを入力します 
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「行挿入」ボタンを押し 項目名、単価入力後 計算式の  を押します。 

 

 

 

 

 

 

「変数(H)」から該当する変数を選択、

さらに部位を選択して「式セット」を

押します。 

計算式(S)に選択した計算式がセット

されます。 

計算式は四則演算が可能です。 

 

 

 

計算式入力の例 

 例１： 

項目名 計算式 単位

基本工事 Ｓパネル枚数[*****] 

※*****はパネル名称を示します 

枚 

  ※上記の計算式は モジュール枚数が計算されます。 

 

 例２： 

項目名 計算式 単位

売電メーター 1 個 

  ※上記の計算式は １個計算されます。 

 

 例３： 

項目名 計算式 単位

パワーコンディショナー { 比 較 [ Ｓ 面 数 []=2]* 比 較 [ 定 格 出 力

[]<=3.0]} 

個 

※上記の計算式は 太陽光モジュールが設置されている面数が２面で、定

格出力が 3.0Kw 以下の場合計算されます。 

 

  ※マスタで使用する変数は、副資材項目マスタ、副資材マスタ登録の 

     「太陽光発電で主に使用する変数」を参照してください 

 

 登録が終了後「閉じる」ボタンを押し「見積マスタ」終了します。 
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第４章 作図 
 

作図機能解説前準備 

 
 サンプル図面を元に物件作成・積算を行なうことにより、一連の操作を学習

できます。ここで使用する平面図・屋根伏図のサンプルは章末に添付してあり

ますので、コピーしてご利用下さい。 
 
これからの説明では以下の操作が頻繁に登場します。それぞれの操作内容につ

いて予め説明します。 
①クリックとダブルクリック 

いずれもマウスボタンの操作です。 
 
左クリック…マウスの左ボタンを１回押して離します。 
      単にクリックと有る場合は左クリックを指します。 
左ダブルクリック…マウスの左ボタンを２回連続で押して離します。 
     単にダブルクリックと有る場合は左ダブルクリックを指します。 
右クリック…マウスの右ボタンを１回押して離します。 
右ダブルクリック…マウスの右ボタンを２回連続で押して離します。 
 

※第 1章「はじめに」の「マウス操作」(１-1)に詳説を掲載しております。 
 
②ボタンのクリック 

マウスを動かし画面上のボタンを押す操作です。 
 
例：【新規】ボタンをクリックします。 
 

画面上にある【新規】ボタン の部分にマウスカーソルを動かし、

左クリックします。ボタンがすでに凹んでいる（ボタンが押されている状

態）場合は特にこの操作を行う必要はありません。 

第４章 作図 
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③メニューの選択 
マウスを動かしボタン操作を行ないます。 

例：「ファイル」メニューの「新規作成」を選択します。 

(1) 画面上部の「ファイル」と書かれた部分にマウスを移動させ、左クリックし

ます。 
(2) 一覧が表示されますので、「新規作成」と書かれた部分にマウスを移動させ、

左クリックしますと新規作成を行ないます。 
 

④終了について 
終了は、下記の３つのどれかで行ないます。 

 
(1) ウィンドウの左上にあるアイコンを左クリックして、表示されたメニューの

［閉じる(Ｃ)］を左クリックします。またはそのアイコンを左ダブルクリッ

クします。 
 

(2) ウィンドウの右上にある終了ボタン  を左クリックします。 
(3) メインメニューの［ファイル(Ｆ)］を左クリックし、［アプリケーションの

終了(Ｘ)］を左クリックします。 
 
 終了前に［上書き保存］や［名前をつけて保存］を実行していないと下記

の物件の保存を確認する画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 通常は【はい(Ｙ)】ボタンを左クリックし、データを保存して終了します。 
保存する必要が無い場合は【いいえ(Ｎ)】ボタンを左クリックすると保存せ

ずに終了します。 
 
以上で、作図機能解説に入る前の補足説明は終了です。 
サンプル図面を通して、一連の操作に慣れてみましょう。 
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操作概要 

 
物件の登録から印刷までの操作を画面上の一覧メニューを見ながら進められ 

ます。 
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操作の流れ 

大まかな操作の流れを下図に示します。 
 
 
 
 

 積算番号、工事名称、工事場所、得意先、担当者 

 勾配、使用材等を登録します。 
 
 
 
 

 柱芯を入力して屋根を作成します。また、直接 

 屋根を作成・修正することも可能です。 
 
 
 
 

 屋根伏図より積算単位となる面を作ります。 
 その後、勾配を設定・変更したり、ドーマ・ 

 換気棟等を設置します。 
 
 
 

 屋根伏図（面）を元にモジュール・副資材の枚数・

数量    を算出します。 
 
 
 
 
                                                作図した図面を元に電気代、光熱費を入力するこ 

による経済効果のシミュレーションを行います。 

 
 
 
 

積算で出力したデータを元に、原価計算書、材料明 

 細書、見積書の修正、追加、登録、削除等の処理を 

 行います。 
 
 
 

 原価計算書や見積書等のシミュレーション資料を 

印刷します。 
 
 
 

(1) 物件情報登録

(7)   印 刷 

(2)  作 図 

(4) 積 算 

(3) 面の指定 

(5)  ｼﾐｭﾚｰｼﾖﾝ 

(6)  帳票編集 
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(1) 物件情報登録 

物件作成に先立ち、物件情報を登録します。 
 
新規ボタンから開始します。 

新規ボタンをクリック 

 

 

 

 
 

下記の物件情報登録画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

作成日：物件作成日を入力します。予め今日の日

付が入ります。変更したい場合には直接

日付を入力するか、右端についている

【▼】ボタンをクリックしてカレンダー

を呼び出して日付を選択します。 
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更新日 ：物件修正日を入力します。予め作成日が入ります。変更したい場合

には直接日付を入力するか、年月の左右についている【▼】ボタン

をクリックしてを呼び出して日付を選択します。 

ロゴ OFF ：帳票のロゴ表示をしない場合にチェックします。 

全量買取：全量買取の場合にチェックします。 

担当者 ：担当者名を登録します。入力は右の【▼】ボタンをクリックして一

覧の中から選択します。無い場合には直接入力できます。 

得意先 ：得意先名を登録します。入力は右の【▼】ボタンをクリックして一

覧の中から選択します。無い場合には直接入力もできます 

納入先 ：納入先を登録します。入力は右の【▼】ボタンをクリックして一覧

の中から選択します。無い場合には直接入力もできます 

工事邸名：物件名称（邸名，工事名等）を入力します。 
（例）〇〇〇様邸 太陽光工事 

工事場所：工事住所を入力します。 

例）東京都港区愛宕 2丁目 5-1 

屋根形状：屋根の形状（見積する際に使用）を設定します。複合の場合には一

番複雑な形状を設定します。右の【▼】ボタンをクリックすると切

妻，寄棟，入母屋・箕甲・片流・陸屋根が表示されますのでその中

から選択します。 

勾 配 ：屋根の勾配を設定します。複数種類の勾配が使用されている場合に

は、一番広い屋根の勾配を設定します。右の【▼】ボタンをクリッ

クすると勾配が表示されますのでその中から選択します。直接入力

もできます。 

出 幅 ：屋根の出幅を設定します。複数種類の出幅が使用されている場合に

は、一番多く使われている出幅を設定します。 

軒出：軒の出幅を設定します。右の【▼】ボタンをクリックすると

寸法が表示されますのでその中から選択します。直接入力もで

きます。 

袖出：袖の出幅を設定します。右の【▼】ボタンをクリックすると

寸法が表示されますのでその中から選択します。直接入力もで

きます。 

瓦名称 ：瓦の名称を入力します。 
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【▼】ボタンをクリックして一覧の中から

選択してください。 

副資材・労務費・見積：使用するパターンを選択してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

設定がすべて完了しましたら【ＯＫ】ボタンをクリックします。 

※新規作成を中止する場合には【キャンセル】ボタンをクリックします。 
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(2) 屋根伏図の作成 

 屋根伏図の作成は次の手順で行ないます。２Ｆ以上ある物件では、一連の操

作を必要な階だけ繰り返します。 
（2-ａ）新階作成 
（2-ｂ）柱芯の作成 
（2-ｃ）くり抜き部（上階の柱芯）の作成 
（2-ｄ）軒袖指定 
（2-ｅ）屋根線の修正 

 

（2-ａ）新階作成 

屋根伏図を入力する階を作成します。 
 なお、新規物件登録時の１Ｆは自動的に新階を作成し、階情報画面を表示し

ます。２Ｆ以上や、一端作成を中断した場合に下記の操作を行ないます。 
 
操作ナビでは「作図」ボタンをクリックします。 

 

 

 
 
【階を追加する】、もしくは【新階】ボタンをクリックすると、「階情報」画面

を表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
この画面での設定項目は以下の通りです。 
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階名称：階の名称を入力します。【▼】ボタンをクリックして、一覧の中から選

択できます。物件登録直後は１階、それ以降は順次２階、３階と増え

ていきます。枠に直接入力も可能です。 

出幅： この階の軒・袖の出幅を設定します。複数の出幅があるときは、一番

多く使われている出幅を入力します。この値は軒・袖指定時に表示さ

れます。 

屋根ﾀｲﾌﾟ：この階の屋根形状を設定します。切妻、寄棟、入母屋、箕甲、片流、

陸屋根から選択します。 

勾配： この階の勾配を設定します。複数の勾配があるときは、一番面積の大

きい部分の勾配を入力します。それ以外の勾配は面モードで変更でき

ます。 

上記の設定がすべて完了しましたら【ＯＫ】ボタンをクリックします。 
※ 新階作成を中止するには【キャンセル】ボタンをクリックします。ただし、まだ物件情

報は残っていますので、物件作成の全てを中止するには、物件の削除を行なう必要が有

ります。 
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（2-ｂ）柱芯の作成 

屋根伏図の柱芯を入力します。 
 なお、新規物件登録時の１Ｆや、【新階】ボタンをクリックした直後は自動的

に柱芯作成を開始します。一度作成を中断して再開する場合に下記の操作を行

ないます。 
 
ツールボタンの場合 
・柱芯    ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
いずれかの操作を行なうと、作図画面に切り換わります。 
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   キーボードの矢印キーで方向を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

順に方向キーと寸法を

入力して寸法を入力し

ていきます。 

 

 
矢印の場所でキーボー

ドの〔Ｋ〕を押すことで

書き始めの点を自動的

に結び、柱芯の入力を完

成させることが可能で

す。 
作図中の線削除につい

ては、右クリックで削除

することが出来ます。 
 

 

 

 

始点を決定して、矢印キー

を押すと、左のような寸法

入力画面が表示されます。

寸法を入力します。数値入

力が終わったら【OK】ボタ

ンを押すと下記のような線

が作成されます。 
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柱芯作成で使用する主なボタンの説明をします。 

前の階：前の階図面に移動します。 
次の階：次の階図面に移動します。 
新 階：新規に階を作成します。 
階情報：現在表示している階の情報を表示します。 
階複写：現在表示している階を複写します。 
階削除：現在表示している階を削除します。 
 
柱芯の入力方法については以下の通りです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【柱芯】を選択します。そのとき、

【寸法入力】が選択されていること

を確認してください。 
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（2-ｃ）くり抜き部の作成 

屋根のくり抜き部分の入力を行います。くり抜き部分とは、上階（2階）が 

存在する場合に作成を行います。 

 

 

 

 
 
 
「はい」を選択すると繰り抜き部の開始位置指定画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
開始位置は 1 階の書き始めの開始位置から 2 階の開始位置がどのくらいずれて

いるかを指定します。 
1 階の開始位置からのずれが上下方向でかつ上側から始める場合はマイナス

の数値を入力します。また左右の開始位置が 1 階の開始位置から左側にある場

合も同様にマイナスの数値を入力します。 
以降、矢印キーで方向を入力し 1 階と同様に柱芯を入力していきます。 
 
次階等のある場合は【階を追加する】を選択し、同様の操作を行ってください。 
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・くり抜き部の移動 
 一度作成したくり抜き部の位置が違っていた時はくり抜き部の移動を使って

修正します。 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

柱芯の基準点を基準に、くり抜き 
部の基準点を移動させます。数値 
入力が完了したら【ＯＫ】ボタン 
をクリックします。 
 

 

 

 

 

 

 

図面を選択し、両方の図面の基準点（赤

い点）が右上にあるかどうかを確認し

ます。無ければ右上の点をクリックし

て基準点に設定してください 

右クリックして【くり抜き部の移動】

を選択します。 
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以上の操作で柱芯の作成が終了しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

４-16 

 4 章 作図

 

（2-ｄ）軒・袖の指定 

次に屋根伏図の柱芯の軒・袖を指定します。 

 
 
 
 
 
 
ツールボタンの場合 
軒・袖    ボタンをクリックします。 
 
外周線の線種指定画面（軒袖線の指定）が表示されます。赤く表示されている線の線

指定が行えます。軒、袖、返し棟、片流れ棟については出幅を設定できます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【軒・袖の指定】ボタンを

選択します。 
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（2-ｅ）屋根線の修正 

軒・袖の指定が終了すると、屋根を自動作図します。細部の変更等ある場合は、

手動で屋根作図をします。 
屋根作図以降で使用する主なボタンの説明をします。 

 
既点Ｓ：図面を自由に移動できるようにします。 
グリッド：図面をグリッド線に合わせて移動できるようにします。 
芯表示：柱芯を点線で表示します。 
拡 大：図面を拡大します。 
縮 小：図面を縮小します。 
寸 法：柱芯の寸法を表示します。 
流計算：下記のような水平長さと流れ長さの計算ダイアログを表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
位置調：屋根が画面内に収まる様に調整します。 
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違い棟の作図 

 
① 点を指定し、右クリックで左図のメニューが表示されます。 
メニューから[違い棟の作成]を選択すると、違い棟が作図できます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
違い棟が作成されます。破線の黄色で指定された部分は屋根の上屋根の下に潜

り込んでいる壁にあたります。 

 

 

 

 

① 
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以上で違い棟の作成が終了しました。 
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入母屋の作図 

 
西側の軒線を指定し、右クリックで左図

のメニューが表示されます。[入母屋の作

成]を選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
入母屋屋根の各情報を入力し、【ＯＫ】

ボタンをクリックします。 
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種 類：入母屋、箕甲を選択できます。 
軒-袖：軒から袖の長さ又は瓦の枚数を指定します。 
袖-壁：袖から壁の長さ又は瓦の枚数を指定します。 
登 り：登り方向を指定します。 
下り棟：下り棟の有無を指定します。 
刀根丸･袖丸：刀根丸と袖丸の本数を指定します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
入母屋の作成途中の隅棟線を削除します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
以上で入母屋の作図は終了しました。 
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屋根線の修正 

 
屋根の修正が必要な時のみ使用します。 
屋根の形状などにより屋根線を修正する場合は以下の操作を行います。 

 
 
袖線を指定し、右クリックで左図のメニュー

が表示されます。[中点の作成]を選択すると、

袖線の中心点が作成できます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
作成した中点を選択し、右クリックで左図の

メニューが表示されます。[実線を検索で作

成]を選択します 
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袖の線を超えるまで線を引き左クリック

すると線種が表示されますので、本棟線

を選択して下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 本棟が作成されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
以上で屋根線の修正が終了しました。 

袖を行き過ぎた場所でクリックし本

棟を指定します。 
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(3) 面の指定 

 屋根伏図ができましたので次に面（屋根線の重なり具合）の指定を行ないま

す。面指定は次の手順で行ないます。２Ｆ以上ある物件では、一連の操作を必

要な階だけ繰り返します。 
（3-a）面の作成（自動面指定） 
（3-b）手動面指定 
（3-c）面の修正（勾配） 
（3-d）ドーマ追加（※今回説明無し、必要時のみ） 

 

（3-a）面の作成（自動面指定） 
寄棟や切妻などの簡単な屋根の場合、自動的に面指定できます。 
 
ツールボタンの場合 
・面（自動）  ボタンをクリックします。 
 
 
 面作成（自動面指定）する階の指定画面

が表示されます。チェックマークのついて

いる階の屋根を面指定しますので、面指定

したくない階はチェックマークを外しま

す。指定が終りましたら【ＯＫ】ボタンを

クリックします。 
 
 
 
 
正しく面指定が行われると、右の様な画面がでます。 
 

 
面指定に失敗すると、右のような画面が

出ます。その時は、手動面指定を行ない

ます。 
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（3-b）手動面指定 

自動面指定では、稀に正しく面を指定できなかったり、途中で失敗することが

あります。そのようなときには、手動で面指定を行います。 
 
ツールボタンの場合 
面（手動） ボタンをクリックします。 

 
自動面指定と同じく、面作成をする階指定画面が表示されますので、階を指定

して【ＯＫ】ボタンを選択します。 

 
オレンジ色の線を基準に赤線で 1 つの面を囲む作業を行います。 
「はい」を押すと該当する線を指定していきます。「いいえ」を押すと他に接続

された線に移動します。 
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面の指定が開始する毎に、赤線で囲まれた面の確認画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
よければ【はい】を選択します。【詳細】を選択すると、選んだ線の一覧が表示

されます。【この面をパス】を選択すると、積算する必要のない面をパスするこ

とができます。【開口部】を選択すると、開口部に設定します。 
 
赤い太線の線種の確認画面が表示されるので、よければ【はい】を選択してく

ださい。【後退】を選択すると、その基準線である時の１つ前に戻ることができ

ます。【この面をパス】を選択すると、積算する必要のない面をパスすることが

できます。 
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面の指定が終了するごとに、面の確認画面が表示されますので、よければ【は

い】を選択してください。【詳細】を選択すると、選んだ線の一覧が表示されま

す。【この面をパス】を選択すると、積算する必要のない面をパスすることがで

きます。【開口部】を選択すると、開口部として面は指定されません。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
すべての面を指定すると面指定は終了します。 
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（3-c）面の修正 

 面ごとの情報を変更したい場合は、その面の上で右クリックすると、メニュ

ーが表示されます。変更したい項目を選択してください。 
勾配等の設定・変更もここで行ないます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
勾配の変更 
面ごとに屋根勾配が変更できます。数値を入力して【ＯＫ】ボタンを 
クリックします。 

 
 
 
 
 
 

以上で屋根伏図が完成しました。 
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（3-d）太陽光モジュールの設置 

 
太陽光モジュールの設置では、各面に太陽光のモジュール設置を行います。 

 
上記メニューから「太陽光発電モード」または    を押します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
太陽光パネルモードが表示されます。 
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太陽光モジュールの選択 

 太陽光発電設定から選択ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「シリーズの選択」画面が表示されますので「メーカー」「シリーズ」 

の選択をします。 

 

環境設定 

各県の平均日射量、屋根面に太陽光モジュールを設置する時の限界値の設定、

その他のロス設定を行います。 
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平均日射量 

各都道府県、地域を選択すると平均日射量が設定されます。 

平均日射量は気象庁のデータをもとに作成されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パネル設置範囲の設定 

 軒、袖、など各線種から指定した範囲を選択されている面から除外し 

 屋根図面上に赤線で表示されます。 

 設定単位は mm にて設定します。 

 

発電ロス率 

 環境損失、パワコン損失、温度損失を各％（パーセント）で指定します。 

 

南面モジュールの配置 

 モジュールを設置したい面を選択します。 
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 環境設定で指定したパネル設置範囲が赤線で表示されます。 

モジュールを設置した後にこの線より外に出るとモジュールは赤く表示さ 

れます。 

 

太陽光発電設定でモジュールの種類を選択 

します。 

 

縦置き：使用モジュールを縦置きに変更 

します。 

 

 

 

 

 

 

設置したい面を選択し右クリックして「パネルの自動設置」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 パネルの自動設置を選択すると下記の画面が表示されます。 
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基準位置：選択された面に太陽光モジュールを左寄せ、中央、右寄せで設置す 

るかを指定します。 
配置方法：最大配置、段数列数指定、定格出力指定から設定できます。 

最大配置：選択された面に最大限配置します。 

段数列数指定：段数、列数を入力すると配置されます。 

定格出力指定：選択されたモジュールの定格出力の合計を最大値に 

して配置されます。 
分割設定：太陽光モジュールの設置方向を指定します。 

１セットの段数：モジュール 1 セットの段数を設定します。 
セット間の段幅：モジュールセット間の段数を設定します。 

陸屋根にパネルを配置する：陸屋根にモジュールを配置する場合に使用します。 

千鳥配置で作成：太陽光モジュールを千鳥配置にします。 

 

作成ボタンを押すとモジュールが自動設置されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自動設置されたモジュールの位置や形状を変更する場合は一度モジュールを削

除します。 

 

 

 

 

 

 

 

モジュールを選択
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配置するモジュールを選択し削除した

升目をクリックするとモジュールが配

置されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

同様に東面にも太陽光モジュールを配置します。 

東面モジュールの配置 

 

東面を選択し右クリックして「パネルの自動設置」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クリックで配置 
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パネルの自動設置を選択すると下記の画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

モジュールを効率良く乗せるため「千鳥配置で作成」にチェックをいれ作成を

押します。 
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垂木の設置 

モジュール設置後に垂木の作成ボタンを押すと垂木が作成されます。 

 

 

 

 

 

 

垂木配置の基準位置を選択し基準オフセット、垂木ピッチを入力します。 

基準位置オフセットは選択した基準位置からのズレ寸法を設定します。 

垂木ピッチは垂木の配置間隔です。 

 

 

 

 

 

瓦の設置の設置 

垂木の設置後に瓦の配置を行います。 

瓦の大きさ(効足,効幅) 

屋根瓦             235x265 

スレート瓦         910x182 

金属屋根           910x182 

折半屋根          1000x455 

を選択します。 

 

 

瓦設定は、配置する瓦の効き寸法を設定、変更することが可能です。 
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架台の設置 

瓦設置後に架台の作成を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 架台の作成を選択すると「架台作成認証」画面が表示されますので 

「同意する」にチェックを入れ「ＯＫ」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

架台の作成は 架台メーカー、工法を選択すると自動で作成されます。 
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下記のように架台が作成されます。 
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系統設定 

 
上記メニューから「太陽光系統モード」または    を押します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
太陽光系統モードを選択すると下記の選択画面が表示されパワーコンディ 

ショナ、接続箱の候補が表示されますので、該当する製品を選択し〔OK〕 

ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 系統は各系統別に色分けされ表示されます。 

または追加ボタンを押すとパワコンを追加することが可能です。 
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(4)積算 

屋根伏図を元に太陽光モジュール、副資材、見積り等の積算をします。 
 
ツールボタンの場合 
・ 積算ボタン    をクリックします。 
 
積算中は下図のような画面が表示されますので、しばらくお待ち下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以上で、積算処理は終了です。 
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(5)帳票編集 

積算結果を元に、帳票（原価計算書・見積書・発注書）の修正を行ないます。 
(5-a) 原価計算書の編集 
(5-b) 見積書の編集 
(5-c) 発注書の編集 

 

（5-ａ）原価計算書の編集 

 
メニューから 

「原価計算書の編集」ボタンをクリック

します。 
 
 
 
 
 
下記の編集画面が出ます。 
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各項目の編集は、マウスで直接項目を選択しキーボートで入力することにより

変更できます。 

 
ボタン 説  明 

【挿入】 新しい行を追加します。挿入ボタンを押すと空白行が作成され、新

しい項目を入力することが出来ます。 

【ｺﾋﾟｰ】 コピーボタンを押すと現在選択されている行が複写され同一の項目

が作成されます 

※同じような項目を入力する場合には【複写】ボタンを使用すると

便利です。 

【削除】 現在選択されている行を削除します。 

【上･下 

へ移動】 

選択された行を【上へ移動】ボタン又は【下へ移動】ボタンをクリ

ックして、上・下移動させます。項目の順番を変更する場合に使用

します 

【再計算】 任意の時点で計算し直すことが出来ます。 

【原価備考】 原価計算書の備考を原価計算書備考欄に記入することが出来ます。

※画面を次ページに示します。 
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【原価備考】ボタンをクリックし、原価計算書に備考を記入する場合 

 
原価計算書、出荷指示書の備考を記入すると原価計算書の備考欄の画面は下記

のようになります。 
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（5-b）見積書 

この見積書は、見積マスタから作成される見積書です。 
 
メニューから 

「見積書の編集」ボタンをクリックしま

す。 
 
 
 
 
 
このような編集画面が表示されます。 

項目名の編集は、マウスで直接項目を選択し入力することができます。 
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ボタン 説   明 

【税設定】 消費税込み・抜きの設定を行うことが出来ます。税率の変更も可能

です。 
 内税 ……… 内税にします。 
 外税 ……… 外税（消費税別途）にします。 
 外税（消費税付） ……… 消費税付きの外税にします。 

税率 ……… 消費税の税率を設定します。 

 
 
 
 
 
 
 

 

【挿入】 新しい行を追加します。挿入ボタンを押すと空白行が作成され、入

力することが出来ます。 

【コピー】 コピーボタンを押すと現在選択されている行が複写され同一の項目

が作成されます。同じような項目を入力する場合には【コピー】ボ

タンを使用すると便利です。 

【削除】 現在選択されている行を削除します。 

【上･下へ移動】 選択された行を【上へ移動】ボタン又は【下へ移動】ボタンをクリ

ックして、上・下移動させます。項目の順番を変更する場合に使用

します。 

【備考】 備考欄に備考を記入します。 

【再計算】 任意の時点で計算し直すことが出来ます。 
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（5-c）発注書設定 

この発注書は、原価計算書から作成される発注書です。 
 
メニューから 

「発注書の設定」ボタンをクリックしま

す。 
 
 
 
 
 
 

このような設定画面が表示されます。 

発注先の設定を行います。 
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(6) 帳票印刷 

帳票編集終了後、それぞれの帳票の印刷を行ないます。 
 

上のメニューから「印刷」ボタンを選択します。 
 
 
各印刷メニューをクリックして、印刷する帳票を選び

ます。 
この画面でのボタンの内容は以下の通りです。 
 
 
 
原価計算書……………… 原価計算書を印刷します。 
材料明細書……………… 材料明細書を印刷します。 

材料明細書(明細行 1 列) 材料明細書を印刷します。 
見積書 
 形状図付きタイプ…… 見積り金額と図面が表示された帳票です。 

 印鑑欄タイプ     見積り金額と印鑑スペースが表示された帳票です。 

屋根形状図……………… 物件の屋根形状図面が表示された帳票です。 

階別屋根形状図………… 物件の屋根形状図面を階別に表示された帳票です。 

シミュレーション……… シミュレーションを印刷します。 

ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ比較表………… 比較表を印刷します。 

ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ発電量グラフ… 発電量グラフを印刷します。 

ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ発電量相関図… 発電量相関図を印刷します。 

環境メリット…………… 環境メリットを印刷します。 

ローンシミュレーション ローンシミュレーションを印刷します。 

見積比較書……………… 2 つ以上の見積を比較し印刷します。 

パネル配置図…………… 太陽光モジュールの配置図を印刷します。 

パネル系統図…………… 太陽光モジュールの系統図を印刷します。 

請求書…………………… 請求書を印刷します。 

発注書(ﾓｼﾞｭｰﾙ及び周辺機器類) ﾓｼﾞｭｰﾙ及び周辺機器類の発注書を印刷します。 
発注書(架台類)………… 架台類の発注書を印刷します。 
発注書(架台類-金額無し) 架台類の発注書を金額無しで印刷します。 
帳票連続印刷…………… 各帳票を一括印刷します。 

マスタリスト印刷……… マスタリストを印刷します。 
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下記は、形状図付きタイプの見積書の画面です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

太陽光パネル配置図 
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太陽光パネル系統図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発注書 
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材料明細書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

材料明細書(明細行 1列) 
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シミュレーション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

比較グラフ 
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提案書 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発電量グラフ 
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電力量相関図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境メリット 
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ローンシミュレーション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表紙 
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見積比較書 

見積り比較書を選択すると物件一覧が表示されます。 

比較したい物件にチェックを付け〔ｏｋ〕ボタンを押します。 
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帳票のボタンを選択すると、帳票のプレビュー画面が表示されます。 
プレビュー画面上部の各ボタンについての説明を行います。 
 
印刷：帳票の印刷を行います。 
次ページ：次のページに移動します。 
前ページ：前のページに移動します。 
２ページ：画面に２ページずつ表示するようにします。 
拡大：帳票を拡大します。 
縮小：帳票を縮小します。 
閉じる：印刷プレビューを終了します。 
 

以上で、帳票印刷が完了しました。 
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(7) 物件保存 

 
物件の保存は、「ファイル」メニューの「上書き 

保存」を選択するか、「物件の保存」アイコン 

     をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
作図途中などには、上記の手順にて保存しておくことをお勧めします。 
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(8) 過去の物件を開く 
 

過去に作成した物件を呼び出す場合に使用します。 
 
 
ファイルメニューの場合 
・「ファイル」メニューの「物件を開く」を選択します 
 
ツールアイコンの場合 
・「開く」アイコン     をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

読み込みたい物件をクリックしてから、

【OK】ボタンをクリックします。 
この例では、ヤナイ邸をクリックしてから、

【OK】ボタンをクリックします。 

① 

② 
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(9) 物件の書き出し 

作成した物件を他のサン Eco  Life に書き出す時に使用します。 
【物件の書き出し(E)】をクリックすると、「太陽光シミュレーションファイルの

保存」画面が表示されます。必要に応じてファイル名を設定し【保存(S)】を

クリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
デスクトップにファイルが保存されます。 
保存したファイルは、リムーバブルメディア等を利用して別のパソコンへ

コピーして「物件の読込」を実行します。 
 

(10) 物件の読込 

サン Eco Life(Upsolar Japan)で書出した物件情報を読み込む時に使用します。 
【ファイル】から【物件の読込み(M)】をクリックすると、「サン Eco Life ファイル

の読込み」画面が表示されます。ファイルを選択し【開く(O)】をクリックする

と物件データを読み込みます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

読み込まれた物件は新規番号として物件一覧に表示されますので「開く」 
ボタンを押し図面を確認します。 

デスクトップに設定

物件名を確認します

物件を保存しているフォルダ
を指定

読込むファイル名を選択 
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サンプル図面 

 
作図機能解説をご利用の際は、この図面を使用して行います。 
 
軒の出：７００ 
袖の出：７００ 
屋根勾配：６．０寸 
 
１階平面図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１階屋根伏図 
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マスタ・データの保存 
 

１． システムを起動してください。 

２． 「オプション（Ｏ）」 を左クリックしデータベースから「保存（Ｂ）」を選

択します 

３． データベースの保存画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４． フォルダの参照よりディスクトップを選択し「OK」ボタンを押して下さい。 

５． データベースの保存画面になりますのでここで「OK」ボタンを押して下さ

い。 

６． 圧縮状況の画面が表示されコピーが始まります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７． データベースの保存に成功しました。「OK」を押してください。 

８． システムを終了させてください。 

 

９． 画面上に      のアイコンが作成されます。 

 

これを外部のメディアにコピーしてください。 

ＣＤ－ＲＯＭ、ＭＯ、ＵＳＢメモリーキー 等をご使用ください 

 

選択を押す。
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マスタ・データの回復 

 

１． バックアップを取っていたマスタデータをデスクトップにコピーしてく

ださい。 

２． 「オプション（Ｏ）」 を左クリックしデータベースから「回復（Ｒ）」を

選択します。 

３． データベースの回復画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４． フォルダの参照より ディスクトップ を選択し「OK」ボタンを押して

下さい。 

５． データベースの保存画面になりますのでここで「OK」ボタンを押して下

さい。 

※バックアップしたデータが複数ある場合は一覧が表示されますので、

その中から選択してください。 

６． 解凍状況の画面が表示され、マスタデータの回復作業が始まります。 

回復作業には多少時間がかかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７． データベースの回復に成功しました。「OK」を押してください。 

 

 

選択を押す。
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